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は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
一
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
「
教
育
の
情
報
化
〜
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
実
現
〜
」
が
公
示
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
Ｐ
Ｃ
端
末
を

配
布
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
む
今
、
活
字
を
目
に
す
る
機
会
は
更
に
増
え

て
い
る
。
教
科
書
や
教
育
現
場
で
使
用
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
活
字
は
、

教
科
書
体
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
や
ネ
ッ
ト
上
の
活
字
は
、
明
朝

体
や
角
ゴ
シ
ッ
ク
・
丸
ゴ
シ
ッ
ク
な
ど
が
通
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
字
は
、

効
率
の
観
点
か
ら
様
々
な
字
形
を
正
方
形
に
収
ま
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
普

段
、
活
字
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
、
見
慣
れ
て
い
る
影
響
か
ら
か
、
文
字
の

外
形
を
活
字
の
よ
う
に
正
方
形
に
書
い
て
し
ま
う
児
童
が
近
年
、
多
く
み
ら
れ

る
。

　

小
学
第
一
学
年
で
は
八
十
字
の
漢
字
を
学
習
す
る
。
最
初
の
漢
字
の
学
習
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
筆
順
や
と
め
・
は
ね
・
は
ら
い
な
ど
細
か
く
指
導
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
学
年
が
上
が
る
に
連
れ
て
学
習
漢
字
が
増
え
、
三
年
次
に
は

一
年
間
で
二
〇
〇
字
も
の
漢
字
を
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
児
童
の
漢

字
練
習
帳
や
ノ
ー
ト
を
見
る
と
、
書
く
ペ
ー
ス
も
速
く
な
り
、
文
字
の
外
形
の

ほ
と
ん
ど
が
正
方
形
や
長
方
形
に
収
ま
る
字
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の

が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
小
学
第
三
学
年
以
降
の
新
出
漢
字
に
、
左
右
か
ら
成

る
漢
字
の
学
習
が
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
偏
旁
の
関
係
性
が
ま

だ
理
解
で
き
て
い
な
い
の
か
偏
と
旁
が
一
つ
一
つ
独
立
し
た
漢
字
に
見
え
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
小
学
校
で
学
習
す
る
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
外
形

で
の
分
類
と
、
第
三
学
年
の
児
童
が
書
く
文
字
の
外
形
の
実
態
調
査
を
行
い
、

文
字
の
外
形
と
字
形
を
整
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
授
業
実
践
を
行
う
。

児
童
の
書
字
の
外
形
の
実
態
調
査
と
授
業
実
践
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一
、
文
字
の
外
形
に
関
す
る
先
行
研
究

　

文
字
の
外
形
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
は
、
文
字
を
整
え
て
書
く
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
内
藤
・
小
川
・
押
木
が
「
手
書
き

文
字
の
外
形
特
徴
に
関
す
る
基
礎
的
研
究（
１
）」

で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
字
の
概
形
に
着
目
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
現
行
の
小
学
校
低
学
年
用

書
写
教
科
書
に
必
ず
採
用
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
典
的
文
献
に

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
文
字
の
認
識
・
美
感
等
に
お
い
て
概
形
が

重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
書
写
教
科

書
な
ど
に
お
け
る
概
形
の
捉
え
方
は
必
ず
し
も
一
定
と
は
言
え
ず
、
ま
た

そ
れ
に
関
す
る
研
究
も
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。

確
か
に
現
行
の
書
写
教
科
書
で
ど
の
学
年
で
も
外
形
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
が
、

教
科
書
に
よ
っ
て
提
示
方
法
が
異
な
る
。
ま
た
、
平
形
は
「
字
形
要
素
に
よ
る

学
習
漢
字
の
分
類
〈
Ⅱ
〉（
２
）」
に
お
い
て
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
を
偏
旁
の
高
低

関
係
で
分
類
し
、
標
準
字
体
と
三
つ
の
字
典
等
を
も
と
に
偏
旁
の
高
低
関
係
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
研
究
を
も
と
に
し
て
、
押
木
・
岡
本
は

「
左
右
の
部
分
形
か
ら
構
成
さ
れ
る
漢
字
の
字
形
に
関
す
る
研
究
（
１
）
─
縦

方
向
の
大
き
さ
に
関
す
る
感
覚
と
要
素
─（
３
）」

で
左
右
の
部
分
形
か
ら
構
成
さ
れ

る
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
部
分
形
の
大
き
さ
（
縦
方
向
）
に
限
定
し
、
計
量
的

手
法
に
よ
り
、
部
分
形
か
ら
構
成
さ
れ
る
漢
字
（
十
八
種
）
の
左
右
の
高
さ
を

一
〇
％
ず
つ
変
化
さ
せ
た
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
適
不
適
に
つ

い
て
の
主
観
評
価
で
の
調
査
を
行
い
、
字
形
感
覚
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
現
行
の
書
写
教
科
書
で
は
、
全
て
の
教
科
書
に
お
い
て
小
学
第
一
学

年
の
教
科
書
か
ら
外
形
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
左
右
か
ら
成
る
漢
字

の
整
え
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
教
科
書
で
も
第
三
学
年
に
お
い
て
、
左
右
か
ら

成
る
漢
字
の
偏
旁
の
幅
や
偏
旁
を
近
づ
け
て
書
く
こ
と
の
記
載
が
あ
る
。
第
四

学
年
に
な
る
と
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
組
み
立
て
方
の
毛
筆
で
の
学
習
が
あ

り
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
組
み
立
て
方
と
し
て
、
第
四
学
年
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
整
え
方
を
示
す（
４
）。

★�

左
右
の
部
分
を
書
く
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
ば
を
せ
ま
く
し
て
、
場
所

を
ゆ
ず
り
合
う
。

★
左
の
部
分
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
。

①  

右
は
し
を
そ
ろ
え
る
。

②
「
横
画
」
は
、
右
上
が
り
に
書
く
。

③
「
た
て
画
」
は
、
右
よ
り
に
書
く
。

い
ず
れ
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
整
え
方
の
提
示
は
類

似
す
る
。
第
三
、
四
学
年
の
二
度
に
渡
り
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
整
え
方
が

示
さ
れ
る
の
は
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
が
学
習
漢
字
の
中
で
比
率
と
し
て
多
い

こ
と
が
起
因
し
て
い
る
。
具
体
数
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
二
度
の
学
習
を

経
る
に
至
る
の
は
、
習
得
の
難
し
さ
に
も
影
響
が
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
の
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
二
、
小
学
校
第
六
学
年
ま
で
に
学
習
す
る
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
比
率
と
そ
の

外
形
分
類

　

小
学
校
で
は
六
年
間
で
計
一
〇
二
六
字
の
漢
字
を
学
習
す
る
。
そ
の
中
の
左

右
か
ら
成
る
漢
字
の
比
率
は
、【
図
１
】
の
よ
う
に
な
る
。
一
年
生
で
学
習
す

る
。
本
研
究
で

は
、
左
右
か
ら

成
る
漢
字
を

【
資
料
１
】
の

よ
う
に
学
年
別

に
分
類
し
た
。

左
右
か
ら
成
る

漢
字
の
分
類
は

Ａ
〜
Ｕ
ま
で
の

る
漢
字
の
中
で
、
左
右
か
ら

成
る
漢
字
は
六
字
（
八
％
）

と
低
い
が
、
二
年
生
か
ら
は

五
〇
字
以
上
に
な
り
、
六
年

間
で
は
、
一
〇
二
六
字
中
四

六
六
字
と
学
習
漢
字
の
四
〇

％
以
上
が
左
右
か
ら
成
る
漢

字
に
な
る
。

　

左
右
か
ら
成
る
漢
字
は
、

図
形
で
分
類
す
る
と
、「
正

方
形
に
な
る
」
と
教
科
書
や

ワ
ー
ク
等
に
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
は
外
形
が
正
方

形
に
な
る
文
字
は
僅
少
で
あ

全
二
一
種
類
と
し
た
（【
図
２
】）。
最
も
多
い
形
は
偏
が
細
く
小
さ
く
、
旁
が

偏
よ
り
も
縦
・
横
と
も
に
長
い
形
の
「
休
」、「
体
」、「
脈
」、「
胸
」
等
が
該
当

す
る
Ｎ
で
あ
る
。
こ
の
外
形
は
全
二
一
種
中
に
占
め
る
割
合
の
一
六
％
に
及
ぶ
。

外
形
が
正
方
形
に
な
る
漢
字
は
な
い
が
、
正
方
形
に
近
い
形
は
Ｄ
の
「
館
」
や

「
能
」、「
願
」、「
補
」
な
ど
で
全
体
の
わ
ず
か
三
％
だ
っ
た
。
偏
と
旁
が
同
じ

横
幅
に
な
る
外
形
は
Ｄ
の
み
で
あ
り
、
他
の
外
形
は
全
て
偏
旁
の
横
幅
が
異
な

る
。

　

前
述
の
通
り
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
で
外
形
が
正
方
形
に
な
る
も
の
は
僅
少

で
、
通
常
は
偏
旁
が
上
下
に
ず
れ
た
り
、
縦
・
横
幅
に
違
い
が
あ
る
文
字
が
大

半
を
占
め
て
い
る
。

【図１】左右から成る漢字の比率

学習漢字 左右から成る漢字

第一学年 80 6（8％）

第二学年 160 52（33％）

第三学年 200 88（44％）

第四学年 202 98（49％）

第五学年 193 108（56％）

第六学年 191 94（49％）

【図２】左右から成る文字の外形分類
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三
、
児
童
の
書
字
の
外
形
の
実
態
例
と
問
題
点
に
つ
い
て

　

児
童
が
書
く
文
字
の
外
形
の
実
態
調
査
は
、【
図
３
】
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で

行
っ
た
。
調
査
を
行
っ
た
文
字
は
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
「
時
・
活
・
理
・

妹
・
動
・
鳴
」、
外
形
が
正
方
形
に
近
い
「
間
」、
外
形
が
五
角
形
の
「
番
」、

外
形
が
三
角
形
の
「
光
」、
外
形
が
台
形
の
「
買
」
で
あ
る
。
マ
ス
目
の
上
の

書
字
す
る
文
字
を
示
す
活
字
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
目
に
す
る
こ
と
が
多
い

と
考
え
る
角
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
。

　

実
態
調
査
の
結
果
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
は
、
偏
と
旁
の
間
が
離
れ
て
し
ま

う
書
き
方
が
全
体
の
三
分
の
一
以
上
に
上
っ
た
（【
図
４
】）。
次
に
偏
と
旁
の

幅
を
同
じ
に
し
て
し
ま
う
書
き
方
（【
図
５
】）、
横
画
が
複
数
あ
る
場
合
は
、

【
図
６
】
の
よ
う
に
全
て
の
横
画
が
同
じ
長
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
書
き
方
が
み

ら
れ
た
。

　

左
右
か
ら
成
る
漢
字
以
外
の
書
字
の
問
題
点
は
、
文
字
の
外
形
が
正
方
形
ま

た
は
長
方
形
に
収
ま
る
外
形
で
書
か
れ
る
文
字
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

（【
図
７
】）。
特
に
「
番
」
は
長
方
形
、「
光
」
は
正
方
形
に
収
ま
る
形
で
書
く

書
き
方
が
多
く
み
ら
れ
た
。

【図３】実態調査ワークシート

【
図
４
】
偏
と
旁
の
間
が
離
れ
る
書
き
方

【
図
５
】
偏
と
旁
の
幅
を
同
じ
に
し
て
し
ま
う
書
き
方

【
図
６
】
横
画
が
同
じ
長
さ
に
な
っ
て
し
ま
う
書
き
方
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「
間
」
の
外
形
は
正
方
形
だ
が
、
細
か
く
み
る
と
中
に
書
く
「
日
」
は
、
門

が
ま
え
よ
り
少
し
上
に
上
が
る
。
し
か
し
、【
図
８
】
の
よ
う
に
門
が
ま
え
と

「
日
」
の
下
部
が
揃
っ
て
し
ま
う
書
き
方
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
門
が
ま

え
の
一
画
目
の
縦
画
と
六
画
目
の
縦
画
は
垂
直
に
書
く
が
、
六
画
目
の
縦
画
が

右
に
倒
れ
て
い
る
書
き
方
も
多
く
み
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
全
体
を
通
し
て
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
左

右
か
ら
成
る
漢
字
の
偏
は
横
画
が
更
に
右
上
が
り
に
な
る
が
、
偏
の
横
画
の
角

度
が
上
り
に
く
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
一
字
ず
つ
の
問
題
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

時
…
…�「
寺
」
の
四
画
目
の
横
画
が
最
も
長
く
な
る
。「
寸
」
の
横
と
縦
が
真
中

で
交
わ
る
。　

活
…
…「
舌
」
の
左
は
ら
い
と
横
画
と
「
口
」
の
幅
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
口
」
の
縦
画
を
垂
直
に
書
く
。

理
…
…�

明
ら
か
に
王
へ
ん
が
小
さ
い
。「
里
」
の
横
画
の
長
さ
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。

妹
…
…「
未
」
の
横
画
と
右
は
ら
い
が
同
じ
幅
に
な
る
。
女
偏
の
右
上
払
い
が

横
画
に
な
っ
て
い
る
。

動
…
…�

偏
旁
の
高
さ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。「
重
」
の
最
終
画
が
横
画
に
な
っ
て

い
る
。

鳴
…
…「
口
」
の
下
に
烈
火
の
一
画
目
が
書
か
れ
て
い
な
い
。「
口
」
偏
が
離

れ
た
り
上
に
上
が
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。

間
…
…�

門
が
ま
え
の
右
側
が
左
側
よ
り
も
下
が
っ
て
し
ま
う
。

番
…
…�

五
角
形
に
な
ら
な
い
（
横
画
が
左
右
の
は
ら
い
と
同
じ
幅
）。

　
　
　
「
田
」
が
正
方
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。

光
…
…�

横
画
と
左
は
ら
い
・
曲
が
り
の
幅
が
同
じ
。
上
部
の
始
筆
の
位
置
が
横

一
線
に
な
っ
て
し
ま
う
。

買
…
…「
罒
」
が
縦
に
の
び
て
い
る
。「
貝
」
の
縦
画
が
内
側
に
入
っ
て
い
る
。

四
、
文
字
の
外
形
に
関
す
る
授
業
実
践

　

実
態
調
査
か
ら
、
児
童
が
書
く
文
字
の
問
題
点
と
し
て
以
下
四
点
が
挙
げ
ら

︻
図
７
︼
外
形
が
正
⽅
形
ま
た
は
⻑⽅

形
に
な
る
書
き
⽅

【
図
８
】
門
が
ま
え
と
「
日
」
の
下
部
が
揃
う
書
き
方
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れ
る
。

・
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
偏
旁
が
離
れ
る
。

・
偏
旁
の
縦
・
横
幅
が
同
じ
幅
に
な
る
。

・
複
数
の
横
画
が
あ
る
場
合
、
同
じ
長
さ
に
な
る
。

・
横
画
が
右
に
上
が
ら
な
い
。

以
上
の
実
態
を
受
け
て
、
二
時
間
構
成
の
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
字
形
の
整
え

方
を
考
え
る
授
業
を
行
っ
た
。

　

対
象
学
年
は
、
第
三
学
年
で
あ
る
。
三
年
生
で
学
習
す
る
漢
字
は
、
半
数
近

く
が
左
右
か
ら
成
る
漢
字
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
学
習
の
進
め
方
の
授
業
記

録
を
示
す
。

・
第
一
時
限

【
本
時
の
ね
ら
い
】

①
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
の
外
形
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

②
外
形
を
考
え
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

【
学
習
の
展
開
】

・
第
二
時
限

【
本
時
の
ね
ら
い
】

①�

左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
偏
旁
の
幅
や
画
の
接
し
方
・
交
わ
り
方
を
考
え
て
書

く
こ
と
が
で
き
る
。

②
外
形
・
字
形
の
と
り
方
を
理
解
し
て
い
る
。
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【
学
習
の
展
開
】

　

本
授
業
実
践
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
二
枚
作
成
し
た
（【
図
９
、
10
】。
実

態
調
査
で
文
字
の
外
形
を
正
方
形
や
長
方
形
に
書
い
て
し
ま
う
児
童
が
多
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
一
時
限
で
は
文
字
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
外
形
が
あ
る
こ
と
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
図
形
に
当
て
は
め
て
文
字
を
書
く
ワ
ー
ク
を
作
成
し
た
。
ま

た
、
外
形
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
に
よ
り
、
文
字
が
整
う
こ
と
を
理
解
で
き
る

よ
う
な
授
業
を
実
施
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
の
①
に
取
り
組
む
際
に
、
複
数

の
児
童
か
ら
「
全
部
正
方
形
に
し
か
見
え
な
い
！
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。
書
写

の
教
科
書
や
実
際
に
自
分
で
文
字
を
書
く
こ
と
や
、
友
達
と
考
え
を
出
し
合
い

な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、答
え
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
（【
図

11
】）。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
の
②
は
、
外
形
を
意
識
し
な
が
ら
書
く
よ
う
指
導
し

た
。
②
の
文
字
は
、「
間
・
黒
・
切
・
帰
・
番
・
買
・
光
」
の
七
文
字
と
し
た
。

「
黒
」
は
、
外
形
を
台
形
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
児
童
が
多
か
っ
た
が
、

「
番
」
と
「
光
」
は
、
外
形
が
五
角
形
と
三
角
形
だ
と
認
識
し
て
い
て
も
、
外

形
が
長
方
形
ま
た
は
正
方
形
に
な
る
書
き
方
が
多
く
み
ら
れ
た
。
は
ら
い
や
曲

が
り
を
最
大
幅
に
す
る
こ
と
は
児
童
に
と
っ
て
難
し
い
印
象
を
受
け
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
の
③
で
は
、
児
童
が
考
え
る
今
ま
で
学
習
し
た
漢
字
で
一
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番
多
い
外
形
を
選
択
し
、
丸
を
つ
け
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
は
、

【
グ
ラ
フ
２
】
の
通
り
で
あ
る
。

　

実
際
に
は
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
を
全
て
正
方
形
に
区
分
す
る
と
、
一
番
多

い
外
形
は
正
方
形
、
二
番
目
に
多
い
外
形
は
五
角
形
、
三
番
目
に
六
角
形
と
い

う
順
に
な
る
。
台
形
と
ひ
し
形
は
四
番
目
と
な
る
の
で
児
童
の
解
答
は
比
較
的
、

的
確
と
い
え
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
の
③
の
解
答
は
、
正
方
形
に
な
る
の
で
、

最
後
に
外
形
が
正
方
形
に
な
る
形
の
漢
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
よ
う
促
し
、

教
科
書
な
ど
か
ら
探
し
て
書
い
た
。

　

第
二
時
限
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｂ
（【
図
10
】）
を
用
い
て
実
施
し
た
。
前
回
の

授
業
で
は
、
左
右
か
ら
成
る
漢
字
は
全
て
正
方
形
と
し
て
い
た
が
、
左
右
か
ら

【図９】ワークシートA【図10】ワークシートB

【図11】授業の様子
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成
る
漢
字
の
外
形
が
正
確
に

正
方
形
に
な
る
も
の
は
な
い
。

第
二
時
限
で
は
、
左
右
か
ら

成
る
漢
字
の
外
形
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
Ｂ
の
下
部
の
よ
う
に

作
成
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

Ｂ
の
上
段
の
よ
う
な
外
形
に

偏
旁
を
入
れ
込
む
形
は
、
教
科
書
や
ワ
ー
ク
な
ど
に
あ
る
外
形
で
あ
る
。
本
研

究
で
は
、
偏
旁
の
幅
や
位
置
、
大
小
だ
け
で
な
く
、
更
に
文
字
の
外
形
を
【
図

12
】
の
よ
う
に
詳
細
に
作
成
し
た
。【
図
12
】
Ⅰ
の
外
形
で
は
、
偏
旁
の
幅
や

位
置
、
大
小
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
に
加
え
Ⅱ
の
外
形
で
は
、
点
画
そ
れ
ぞ
れ

の
長
さ
や
接
し
方
、
交
わ
り
方
、
そ
し
て
横
画
の
角
度
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
作
成
し
た
。

　

一
、
二
時
限
の
ま
と
め
は
、【
図
13
】
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｃ
を
使
用
し
た
。

た
め
し
書
き
で
書
字
し
た
漢
字
と
同
じ
十
字
と
二
時
限
分
の
ま
と
め
を
行
っ
た
。

ま
と
め
で
は
、
空
欄
部
分
を
児
童
が
発
表
し
、
ク
ラ
ス
全
員
で
確
認
し
な
が
ら

一
緒
に
穴
埋
め
を
行
っ
た
。

　
【
図
14
、
15
】
に
授
業
の
板
書
を
掲
載
す
る
。

五
、
授
業
実
践
後
の
検
証

　

児
童
一
〇
五
名
の
外
形
を
中
心
と
し
た
書
字
実
態
と
授
業
実
践
後
の
書
字
の

実
態
で
外
形
が
適
切
な
も
の
を
「
○
」
で
示
し
た
（【
資
料
２
】）。
適
切
な
書

き
方
の
判
断
基
準
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
文
字
の
外
形
を
意
識
し
て
点
画
の
長
短
を
書
け
て
い
る
か
。

②
偏
旁
の
間
が
離
れ
ず
に
書
け
て
い
る
か
。

③
偏
旁
の
位
置
関
係
を
意
識
し
て
書
け
て
い
る
か
。

④
横
画
を
右
上
が
り
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

今
回
は
外
形
と
字
形
に
特
化
し
た
研
究
で
あ
る
た
め
、
運
筆
や
基
本
点
画
の
書

き
方
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　

実
態
調
査
か
ら
授
業
実
践
後
の
文
字
を
適
切
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
児

童
は
、
一
〇
五
名
中
、
八
十
八
名
だ
っ
た
。
実
態
調
査
で
は
偏
旁
が
離
れ
て
し

ま
う
児
童
が
特
に
多
か
っ
た
が
、
実
践
後
は
偏
旁
を
離
さ
ず
に
書
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
児
童
が
多
く
み
ら
れ
た
。
実
践
前
後
で
一
字
ず
つ
比
較
を
し
て
も
、

全
て
の
文
字
が
適
切
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

【図12】「時」の字の外形 【グラフ２】児童が習得漢字で
最も多い思う外形
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ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｂ
の
②
（【
図
12
】
Ⅰ
）
で
は
、
偏
旁
の
位
置
は
意
識
し
て

書
く
こ
と
が
で
き
た
児
童
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｂ
の
③

（【
図
12
】
Ⅱ
）
の
外
形
に
よ
り
、
字
形
を
考
え
て
点
画
の
長
短
や
接
し
方
・
交

わ
り
方
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
児
童
が
多
く
み
ら
れ
た
。

　

児
童
の
試
し
書
き
と
ま
と
め
書
き
の
書
字
例
を
四
名
分
掲
載
す
る
。【
図
16
】

Ａ
さ
ん
・【
図
17
】
Ｂ
さ
ん
の
文
字
は
、
試
し
書
き
で
は
偏
旁
が
離
れ
て
い
る

が
、
ま
と
め
書
き
で
偏
旁
の
間
を
開
け
ず
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。【
図

18
】
Ｃ
さ
ん
は
、
点
画
の
接
し
方
や
交
わ
り
方
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
が
で
き

【図13】ワークシートC

【図14】第１時限板書

【図15】第２時限板書
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て
い
る
。
実
態
調
査
で
は
「
さ
ん
ず
い
」
が
長
方
形
に
収
ま
る
形
で
書
い
て
い

た
が
、
実
践
後
は
「
さ
ん
ず
い
」
の
外
形
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ま

た
「
理
」
や
「
番
」、「
光
」
の
字
も
点
画
の
長
短
な
ど
が
整
っ
て
い
る
。【
図

19
】
Ｄ
さ
ん
は
、
実
態
調
査
で
は
文
字
の
幅
が
そ
ろ
っ
て
し
ま
う
文
字
が
多
か

っ
た
が
、
実
践
後
は
横
画
や
は
ら
い
の
長
さ
な
ど
意
識
し
て
字
形
が
実
践
前
よ

り
も
整
っ
て
い
る
。

　

紙
面
の
関
係
上
、
こ
の
四
名
分
の
み
の
掲
載
と
な
っ
た
が
、
他
の
児
童
の
文

字
も
実
態
調
査
よ
り
も
偏
旁
の
組
み
合
わ
せ
方
や
点
画
の
長
さ
を
意
識
し
て
書

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
児
童
が
多
く
み
ら
れ
た
。

【図16】Aさん

【図17】Bさん【図18】Cさん
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お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
児
童
の
書
字
の
外
形
が
正
方
形
や
長
方
形
に
な
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
文
字
の
外
形
を
よ
り
詳
細
に
示
し
た
【
図
12
】
Ⅱ
の
よ
う
な
外

形
を
用
い
て
実
践
を
行
っ
た
。
実
践
の
結
果
、
多
く
の
児
童
が
文
字
の
外
形
を

意
識
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
、
実
践
前
後
の
結
果
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
み
る

と
整
え
て
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
践
直
後
に
ま
と
め
書
き

を
行
っ
た
た
め
、【
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｂ
】
③
を
見
な
が
ら
書
く
授
業
形
式
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
よ
り
効
果
が
出
た
こ
と
も
あ
る
が
、
児
童
が
外
形
の

学
習
を
通
し
て
、
正
し
く
整
っ
た
字
形
を
一
旦
は
理
解
出
来
た
。

　

ま
た
書
写
の
授
業
で
の
実
践
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
常
で
書
字
し
て
い
る

文
字
と
大
き
く
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
書
写
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
日
常
的

に
文
字
を
整
え
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
実
践
を

行
う
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
児
童
一
〇
五
名
の
外
形
・
字
形
の
調
査
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
一
種
の
網
羅
的
研
究
で
あ
る
。
今
後
は
児
童
一
人
一
人
の
実
態
や

問
題
点
に
も
着
目
し
、
外
形
や
字
形
の
変
化
を
追
っ
て
分
析
を
行
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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【
資
料
１
】
左
右
か
ら
成
る
漢
字
の
外
形
で
の
分
類

［
第
一
学
年
］

［
第
二
学
年
］
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［
第
三
学
年
］

［
第
四
学
年
］



─ 70─

［
第
五
学
年
］

［
第
六
学
年
］
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【
資
料
２
】
児
童
が
書
く
外
形
の
調
査
（
実
践
前
後
）

［実践前］［実践前］ ［実践後］［実践後］


